












急上昇した 1960 年代～70 年代から、すでに社会問題化していた。しかし近年の大学を巡
る環境は急速に変化している。たとえば文科省によると、大学の数自体が平成 13 年から
23 年の 10 年間で 111 校増加しており、その一方で短期大学は 172 校も減少している（な





















業をどう運営するかに関する論考を集めた Stanley & Porter（2002）によれば、「100 人以
上」が多人数である、と定義する研究者がいる一方、50 人以上だと多人数だと考える教員
もいる。また、常時 250 人、500 人という授業を担当している教員もいる、という。
Stanley & Porter（2002）は、400-500 人の授業のことを「超大教室（a mega-class）」と





































































る」は 19 校、16％である。10 年以上前の調査なので、現在はもっと改善されていると思
いたいが、どうだろう。 
（４）超巨大授業の事例
 多人数講義の実践資料を探していると、なんと 800 名以上でおこなった授業の例がみ
つかった。その概要を紹介する。 
  沖（2012）は 2009 年、立命館大学の教養授業で、878 名の登録する授業を担当したとい
う。事務手続きのミスで、事前登録の上限 400 名が設定されていなかったため、この数に























































古いが 600 名入る部屋（G30 教室）が一つだけあり、心理学 A4 はそこでおこなわれた。
他の選択肢はなかった。一昔前と比べて、現在は学生が真面目でよく授業に出席する。「学















  本学には、教材配布、グループでの討論、レポート回収などを Web 上でおこなう Web 


















































































間もかかるし、本学では IC 式の学生証※注４は用いていない。その代わりに、BRD 方式で
は当日レポートの回収枚数を数えることで、出席状況が把握できる。また、当日の出席者
数は、ハンドアウトの残り枚数からも推定できる。こうして、毎回の受講生数はほぼ 300










































































※１ 2005 年に大人数授業の状況やその対処方法を調査。対象は約 5000 人以上の私立
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